
日
本
は
世
界
有
数
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
高
成
長
国

　

金
融
機
関
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
企
業
で
も
Ｅ
Ｓ

Ｇ
投
資
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
世
界
の

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
残
高
は
、
２
０
１
８
年
に
は
30
兆
ド
ル

（
約
３
１
５
０
兆
円
、 

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
調
べ
）に

達
し
た
。
世
界
で
資
産
運
用
機
関
が
運
用
す
る 

資
産
が
約
１
０
０
兆
ド
ル
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、

約
30
％
で
あ
る
。
日
本
は
、
２
０
１
９
年
に
残
高
３

３
６
兆
円
を
超
え
た（
日
本
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
投
資
フ
ォ

ー
ラ
ム
調
べ
）。
残
高
の
年
平
均
成
長
率
は
、
世
界
が

14
％（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
年
）に
対
し
、
日
本
は

86
％（
２
０
１
６
～
２
０
１
９
年
）に
な
る
。
日
本
は
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
は
世
界
有
数
の
高
成
長
国
で
あ
る
。

　

こ
の
背
景
に
は
世
の
中
の
変
化
も
あ
る
。
世
界
経

済
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
レ
ポ
ー
ト
で
、

感
染
症
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
備
え
が
不

十
分
で
あ
っ
た
。
実
際
に
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
、 コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
国
際
関
係
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授

本ほんだ
田 

桂けいこ
子

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
企
業
収

益
に
対
す
る
圧
迫
は
大
き
く
、
感
染
症
は
リ
ス
ク
で

あ
る
と
い
う
理
解
が
深
く
浸
透
し
た
。
温
暖
化
問
題

の
顕
在
化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
ひ
い
て
は
顧
客
の
企

業
へ
の
期
待
も
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
つ
い
て
は
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー

ド
な
ど
の
導
入
で
進
歩
が
大
き
い
と
い
う
声
も
あ
る

が
、〝
道
具
か
ら
入
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
、
魂
を
入
れ

る
の
は
こ
れ
か
ら
〟と
い
う
声
も
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
で
目
指
す
の
は
社
会
貢
献
だ
け

で
な
く
長
期
的
な
リ
タ
ー
ン
向
上

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
つ
い
て
は
、
定
義
が
確
定
し
て
い

な
い
。
筆
者
が
、
２
０
１
９
年
12
月
か
ら
２
０
２
０

年
５
月
に
か
け
て
行
っ
た
日
米
欧
の
機
関
投
資
家

（
資
産
運
用
会
社
・
保
険
・
銀
行
・
年
金
、
総
投
融

資
残
高
12
・
５
兆
ド
ル
／
１
３
１
２
兆
円
）へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
そ
の
約
半
数
が
、〝
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分

野
の
リ
ス
ク
の
理
解
・
マ
ネ
ー
ジ
と
新
事
業
機
会
の

収
益
化
で
長
期
的
に
よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
達
成
〟の

た
め
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
行
う
、
と
回
答
し
た
。
米
国
の

機
関
投
資
家
の
み
な
ら
ず
、
欧
州
か
ら
も
同
様
の
回

答
で
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
の
機
関
投
資
家
は
、
Ｅ

Ｓ
Ｇ
投
資
を
社
会
貢
献
の
一
環
と
捉
え
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
必
ず
し
も
自
社
の
リ
タ
ー
ン
向
上
・
価
値
創

造
と
し
な
い
と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

　

学
会
で
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
定
義
を
各
社
が
決
め

た
も
の
を
使
っ
た
た
め
か
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、よ
り

高
い
リ
タ
ー
ン
を
出
す
と
は
言
え
な
い
が
、
リ
タ
ー

ン
が
低
く
な
る
と
も
言
え
な
い（N

o positive no 
negative

）」
と
い
う
研
究
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、２
０
１
５
年
に
、ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス

ク
ー
ル
の
コ
ー
エ
ン
・
セ
ラ
フ
ェ
イ
ム
教
授
は
、Ｓ
Ａ

Ｓ
Ｂ（
注
）の
業
界
毎
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
主
要
項
目
で
企
業
を
比
較

し
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
秀
で
た
企
業
は
高
リ
タ
ー
ン
を
挙
げ

る
と
発
表
し
た
。
ま
た
、
世
界
で
よ
く
使
わ
れ
る
Ｍ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
と
い
う
株
価
指
数
と
、
Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

リ
ー
ダ
ー
指
数
を
２
０
２
０
年
初
か
ら
比
較
す
る
と
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
課
題
と

そ
の
解
決
策
と
し
て
の
国
際
機
関
活
用

（注）SASB：サステナビリティ会計基準委員会

382020・11
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後
者
の
方
が
、よ
り
高
い
リ
タ
ー
ン
を
挙
げ
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
後
退
し
て
い
な
い
。
２
０
２
０
年
７
月
の
発
表
で

は
、
東
京
・
名
古
屋
・
福
岡
・
札
幌
の
４
証
券
取
引

所
上
場
株
の
約
30
％
は
外
国
法
人
に
よ
り
保
有
さ
れ

て
い
る
。
海
外
機
関
投
資
家
が
企
業
に
求
め
る
Ｅ
Ｓ

Ｇ
と
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野
で
優
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

長
期
的
に
高
い
リ
ス
ク
対
比
リ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
経

営
者
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
環
境
・
社
会
・
ガ
バ

ナ
ン
ス
面
の
リ
ス
ク
や
事
業
機
会
を
真
摯
に
検
討
す

る
必
要
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
課
題
と 

そ
の
解
決
策
と
し
て
の
国
際
機
関
の
活
用

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
は
、
課
題
も
多
い
。
筆
者
の
先
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
聞
い
た
課
題
の
ト
ッ
プ
３
は
、

Ｅ
Ｕ
は
、
自
主
規
制
か
ら
、
公
的
な
規
制
へ
の
移
行

も
検
討
し
て
い
る
は
ず
だ
。
日
本
と
し
て
は
、
欧
州

に
決
定
権
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、
早
期
に
影
響
力

の
行
使
を
検
討
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

デ
ー
タ
開
示
標
準
化
の
議
論
に
参
加
す
る
た
め
に

も
、
ま
ず
は
各
社
で
自
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
お
い
て
重
要

な
要
素
を
抽
出
し
、
掘
り
下
げ
て
検
討
し
た
上
で
、

開
示
を
始
め
て
は
い
か
が
か
と
思
う
。
ガ
バ
ナ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー

ド
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
あ
り
、
そ

れ
に
沿
っ
て
の
開
示
が
進
ん
で
い
る
と
思
う
。
そ
こ

で
、
焦
点
に
な
る
の
は
Ｅ（
環
境
）と
Ｓ（
社
会
）面
で

あ
る
。
そ
の
際
に
、
国
際
機
関
で
あ
る
世
界
銀
行
グ

ル
ー
プ
の
Ｉ
Ｆ
Ｃ（
国
際
金
融
公
社
）と
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ

（
多
数
国
間
投
資
保
証
機
関
）は
、
２
０
１
２
年
に
独

自
の
Ｅ
＆
Ｓ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
作
成
し
、
50
ペ
ー
ジ

に
わ
た
る
詳
細
な
も
の
を
広
く
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
開

示
し
て
い
る
。
そ
の
一
部
を
載
せ
た
の
が
図
表
で
あ

る
。イ
ン
フ
ラ
や
、ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
の
投
資
を
念
頭

に
お
い
た
も
の
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
な
い
が
、

企
業
に
お
け
る
開
示
で
も
参
考
に
な
る
部
分
が
多
い
。

自
社
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
開
示
を
通
じ
て
、
主
要
な
機
関
投
資

家
と
対
話
し
、
そ
こ
か
ら
の
学
び
も
反
映
さ
せ
た
上

で
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
開
示
の
標
準
化
や
規
制
の
制
定

に
適
切
な
イ
ン
プ
ッ
ト
を
し
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　

地
球
温
暖
化
は
残
念
な
が
ら
進
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。
感
染
症
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
も
よ
く
分
か
っ

て
き
た
。
人
権
に
つ
い
て
の
世
の
中
の
考
え
方
も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。そ
の
中
で
、各
企
業
が
Ｅ

Ｓ
Ｇ
の
分
野
で
出
来
る
こ
と
は
多
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野

で
世
界
の
競
合
よ
り
優
位
に
立
つ
こ
と
で
、
長
期
的

視
野
を
持
つ
投
資
家
を
引
き
付
け
る
機
会
は
大
き
い
。

⑴ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
分
野
の
デ
ー
タ
が
な
い
、
正
確
性
に
欠
け

る
、
比
較
が
難
し
い

⑵ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
定
義
の
曖
昧
さ
も
あ
っ
て
、
グ
リ
ー
ン

／
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ウ
ォ
ッ
シ
ン
グ
が
一
部
あ
る

⑶ 

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
か
か
る
追
加
コ
ス
ト
を
投
資
家
が

負
担
し
た
が
ら
な
い

で
あ
る
が
、
⑴ 

が
突
出
し
た
課
題
と
さ
れ
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
で
カ
バ
ー
す
べ
き
分
野
は
図
表
の
よ
う
に

広
い
。
そ
し
て
、
業
界
に
よ
り
重
要
な
要
素
が
異
な

る
。
重
要
な
要
素
を
、
業
界
他
社
や
自
社
の
過
去
と

比
較
出
来
る
よ
う
な
デ
ー
タ
が
必
要
だ
。
加
え
て
、

物
理
的
な
リ
ス
ク
か
、
最
終
的
に
あ
る
べ
き
社
会
へ

の
移
行
の
リ
ス
ク
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、

現
在
デ
ー
タ
開
示
の
基
準
が
な
い
。
結
果
と
し
て
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
デ
ー
タ
や
格
付
け
の
会
社
が
、
世
界
で
１

０
０
０
社
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
大

手
の
間
で
も
、
同
じ
企
業
に
対
す
る
格
付
け
が
大
き

く
異
な
る
。
と
あ
る
資
産
運
用
会
社
で
は
、
９
社
か

ら
デ
ー
タ
を
買
い
、
比
較
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
手
金
融
機
関
は
独
自
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
当
然
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
す
る
コ

ス
ト
が
か
さ
む
。

　

そ
こ
で
、
デ
ー
タ
開
示
の
標
準
化
を
目
指
し
、
Ｓ

Ａ
Ｓ
Ｂ
、
Ｔ
Ｃ
Ｆ
Ｄ
な
ど
多
く
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

が
出
来
た
。
国
際
会
計
基
準（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）財
団
も
、

新
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
検
討
中
だ
。
し
か
し
、
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
が
乱
立
気
味
で
、
標
準
化
に
は
至
っ
て

お
ら
ず
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
ス
ー

プ
問
題
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
欧
州
政
府

が
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
デ
ー
タ
開
示
の
主
導
に
乗
り
出
し
て
き

た
。
米
国
政
府
は
今
の
と
こ
ろ
参
加
し
て
い
な
い
。

画面は下記画面ご参照
https://mission.visits-innovators.com/ja

出所：世界銀行グループIFC/MIGA E&S基準をもとに作成
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図表　ESG投資の検討分野 – IFC／MIGA　E＆S 基準
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